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⚠梱包前の注意事項 

※返却する前に必ずお読みください。 

 

返却の際は、タンク内の燃料を付属のポンプで抜き取ってください。 

その後、本体を傾けて中に残っている燃料を一か所に集め、再度ポンプで吸い

上げて、燃料を完全に排出してください。 

その後、エンジンをかけて、ガス欠するまで燃焼させてからご返却をお願いい

たします。 

 

また、商品本体や箱に燃料が付着した場合は完全に拭き取ってください。 

燃料の匂いがしていると、運送業者が集荷を拒否する場合があります。 

 

 

＜手動式灯油ポンプの使用方法＞ 

 

1. 手動ポンプのまっすぐになっているホースを灯油が入ったポリタンクに差

し込み、 もう一方のじゃばらに なっているホースを移したいタンクへ差し

込みます。 

 

2. ポンプの頭にあるつまみを時計まわり（ＯＮ）に回して閉めます。 

 

3. ポンプ部分を両手で握ったり放したりしながら、灯油をポンプに入れていき

ます。 

 

4. 灯油の流れがある程度の勢いになりましたらポンプから手を放してくださ

い。 自動的に灯油が流れ、移したいポリタンクに灯油が溜まっていきます。 

 

5. 移したいポリタンクが満タンになる手前の八分目程度になりましたら、ポン

プのつまみを 反時計まわり（ＯＦＦ）に回して開けて下さい。自動的に灯

油の流れが止まります。 

 

 

給油ポンプは返却不要です。お客様にて処分をお願いいたします。 



A 

 

＜重要＞エンジンが始動しない時は？ 

説明書の正しい運転操作エンジンの始動を必ず

読んでからエンジンをスタートさせてください。ガソリンは古いガソリンは使

わず必ず新しいガソリンを使用してください。古いガソリンを使うと調子が悪

くなります。 

 

誤ったエンジンの始動方法をしてしまいますとエンジンが始動したとしても出

荷時に調子良かったエンジンが調子悪くなってしまいます。 

 

緊急連絡先にエンジンが始動しないとお電話頂いた場合、スターターハンドル

の引き方が弱いお客様がほとんどです。引き方が弱いと混合器が何回も送り込

まれてプラグが被り（湿り）気味になり調子が悪くなります。 

 

スターターハンドルを持って少し（１０センチ～１５センチ）引き出したとこ

ろで重くなりますので、そこから一気に１メートルくらい引き出すような勢い

で力一杯引いてください。ピストンがプスン、プスン、プスン、プスン、プス

ンと５，６回上下するイメージです（壊れませんのでご安心ください） 

又、エンジンが暖まっている状態（エンジ

ンが外気温と同じかそれよりも冷えている状態以外）では

チョークを引く（始動の位置）必要

はありません。エンジンが暖まっている状態でチョークを引

いて何回もスターターハンドルを引いてしまうとシリンダーの中のガスが濃く

なりすぎて点火プラグがカブッて（湿る）しまい点火プラグから火花が飛ばず

に、エンジンがかかりずらくなってしまいますのでご注意ください。 

 

エンジンが始動しない場合は、ガソリンが入っているか？燃料コックがオンに

なっているか？エンジンスイッチはオンになっているか？９００ＩＳの場合は

燃料キャップツマミが緩んで空気が入る状態になっているか？を確認してくだ

さい。 











































































〈ガソリン〉発電機 EF2500iS 

返却時の梱包手順 
①  

 

 

・燃料タンクキャップを外してから中栓

も取り外してください。 

 

※ゴミが入らないように気を付けてくださ

い。 

②  

 

 

・給油ポンプを入れて、ガソリンを抜き

取り、タンクを空にしてください。 

 

※ゴミが入らないように気を付けてくださ

い。給油ポンプは返却不要です、お客様の

方で処分してください。 

③  

 

 

・中栓を戻しください。 

（キャップは開けたままです） 

④    

・燃料コックのＯＮを確認して、キャブ

レターのドレンスクリューを（付属のド

ライバーで約左に3回転位回して）緩

めてガソリンを全て抜き取ってくださ

い。 

抜き取る際は、付属の容器でガソリンを受

けてください。ガソリンが全部抜けたらド

レンスクリューを軽く閉めて（付属のドラ

イバーで右に回す）ください。 



B

⑧

⑨

　エンジンが始動しなくなってしまう為です）

◆　発電機返却時の注意事項　◆　№2

　予備プラグとプラグレンチは通常必要ありません

　ので、一見分かりにくい所に入れてあります。

　必要な場合は緊急連絡先にお電話ください。

　（使い方を誤って予備プラグもダメにしてしまう

・ガソリンキャップを閉めてください。

・燃料コックのONを確認して、キャブレターの

　ドレンスクリューを（付属のドライバーで約左に3回転

　位回して）緩めてガソリンを全て抜き取ってください。

　※抜き取る際は、付属の容器でガソリンを受けて

　ください。

・ガソリンが全部抜けたらドレンスクリューを軽く

　閉めて（付属のドライバーで右に回す）ください。

・燃料コックを必ずOFFにしてください。

・同封させて頂きました取扱説明書・プラスドライバー・

　ガソリン受けバットは発電機の上に載せて返却

　してください。

・左写真のように、発電機本体を同封させて頂きました

　ビニール袋に入れ口元を結んでください。

・ふたを閉めてください。

　佐川急便が受け取り拒否される場合がありますので、

  ご注意ください。

・出荷伝票（写真左下)下のﾋﾞﾆｰﾙ封筒の中の返却用

着払い伝票を貼り付け位置に貼って送ってください。

　（写真右下）

　※ガソリンをこぼしてしまった時は、綺麗に拭き

　取ってください。ガソリンの臭いが強くしますと



 

 

返却時の手動式ガソリンポンプ使用方法 
 

 

 

 

①  手動ポンプの真っ直ぐになっているホースをガソリンの入った発電機に

差し込みます。反対の蛇腹になったホースを携行缶のタンクに差し込み

ます。 

 

②  ポンプの頭にあるつまみを時計回りに回して閉めます。 

 

③  ポンプの部分を両手で握ったり放したりしながら、ガソリンをポンプに

通します。 

 

④  ガソリンの流れがある程度の勢いになりましたら、ポンプから手を放し

て下さい。 

自動的にガソリンがポンプの中を流れ、携行缶にガソリンが入ります。 

 

⑤  移したい携行缶が満タンになる手前の八分目程度になりましたら、ポン

プのつまみを反時計回りに回して開けて下さい。自動的にガソリンの流

れが止まります。 
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